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＜連絡事項＞
・西Ａユニットの暖房は時間でスイッチを入れたり切るようにしてください。
＜患者様連絡事項＞
・辻浦　幸子様～疼痛時：ロキソプロフェンNa(60)1T 10回分処方となる。
・松川　順子様～不眠時：ハルラック(0.25)が処方となる。
・松谷　さと子様～ヒアルロン酸点眼液4本処方となる。
・船田　泰子様～原Ｄｒの往診あり。今回のみフェントステープ1週間分院内処方となる。
・鳴瀬　裕之様～本日より服薬自己管理1日分ずつより開始となる。
・豊川　登美枝様～41号室に任意入院となっています。詳細は下記参照してください。
　　　　　　　　　入院後、頭痛の訴えあり主治医不在のため深澤Dr.より頭痛時のIFオーダー追加、ロキソプロフェンNa(60)1T 10回分処方となる。
・成田　賀枝様～介護保険の結果が要介護1と出ました。
＜週間予定＞
27日（火）佐々木　睦子様　採血・検尿、治験評価、16時よりビデオ撮影
　　　　　 市川　真紀子様　採血
　　　　　 川井　尚子様　　治験評価
28日（水）松川　順子様　　採血・検尿、治験評価
1日（木） 金田　光希様　　治験評価
＜窪田Ｄｒ診察情報＞
・大上　なみ様～右頬の腫脹軽減傾向であり、臨時薬セフジトレンピボキシル(100)3Tのみ26日朝から処方となっている。主治医より北病棟へ移動した後、どこに行くか問われるも「洗濯もするんだべ？買い物はどうすんだべか？」と的外れな返答をしている。
・鳴瀬　裕之様～主治医より服薬しないとどうなるか問われるも「支障ないと思う」と断言している。その為、服薬しないことにより、幻覚妄想が出現することや不眠になることを説明されて頷く様子みられている。主治医より自己服薬管理許可となっている。
・小笠原　文人様～診察室へ入ると左側頭部をおさえながら「こぶが出来ました、頭も痛
いです」と訴える。主治医より触れない事、上肢挙上し内転外転する
こと伝えられている。また、流涎があること訴えるも減薬できないた
め様子みること伝えられている。
＜深澤Ｄｒ診察情報＞
・石橋　隆夫様～調子については「まだ同じだ、家にいた時と変わらない」と表情穏やかに話されている。妻様について話している際「それが本当に嫁だったのか…母のような存在だった」と話す。臨時薬オランザピンOD(1.25)1T 1×vdsが追加、ビムパットとロラゼパムが夕食後のみとなり他同内容にて14日分処方となっている。また、OT、SST、リハプロ導入の指示あり。
・下川戸　長司様～退院後の生活について「一人でやっていける自信はある」と話される。主治医より退院後はスケジュールを組み、のんびり生活していくよう指導されている。右第三指が屈曲している事が気になると訴えあり、主治医より第2関節の腱が弛緩しているかもしれない事や、必要であれば専門医に診てもらうこと説明されている。
・浅坂　政美様～入院前と就床前薬変更しているも本人は「ぐっすり眠れています」
と話されている。気分の落ち込みもないと言い表情もよい。家族の都合も考慮しながら3月中の退院を目途にしていくこと、退院後は毎週訪問看護導入していくこと説明され本人は了承されている。
・松谷　さと子様～主治医来棟するとすぐに「パン食に変えてください」と希望している。栄養と相談すること伝えられている。診察が終わっても「治験やらないなら4月に退院します！」と主治医へ訴えるも、自分の希望が通らないことに腹を立てホールのテーブルを蹴り倒し怒り口調での独語聞かれている。
・辻浦　幸子様～「昼をパン食にしたい」「薬の自己管理をしたい」と希望する。主
治医より食事変更はしないこと、薬物調整中である為とりあえず3/15までは自己管理は待つ様に伝えられている。また、「てんかん以外の病気はなんですか」と問うことあり、幻覚症状について説明されている。臨時薬トピナ(50)6T→3Tへ減薬、ルーラン(8)3T 3×毎食後に追加となり他同内容にて14日分処方となる。
・内田　勇三様～面会や退院に関する訴えは持続しているため、臨時薬ルーラン(4)3T 3×毎食後が追加となり7日分処方となる。
＜要注目患者様ケース検討＞
・市川　真紀子様～週末は物盗られ妄想や、多弁に話す様子あるも自ら話を切り上げることができている。本日は妄想発言なし。活動中に疲労感を訴えることはあるが最後まで参加することできている。
・松川　順子様～週末は不調の訴えはないが、不眠を訴え頓服を服用し休んでいる。日中も不調の訴えはなく活動に参加している。

・夏坂　浩美様～レストランで母を見かけたと訴えがあり、母様が入院していることを主治医より知らせている。早朝に幻聴を訴え頓服薬を使用後は幻聴の訴えなく経過している。活動には声かけで参加している。
・石橋　隆夫様～週末は「何もできなくなった」など不安感を訴えることあり。また夜間中途覚醒あるが促しにて再入眠することできている。日中自室で臥床し日課も声かけにて行っている。引き続き離床を促す。本日息子様来院し、洗剤を届けてもらった為、自己で洗濯するよう指導している。
・佐々木　睦子様～手指振戦は持続している。幻視について確認すると「ハゼが見える」と話すが自ら幻視について訴えてくることはない。
・金田　光希様～週末は夜間良眠できていたが、本日は他患者様の放歌が気になることや幻聴の訴えがあり適宜頓服薬にて対応している。日中も幻聴あり頓服薬を使用している。プログラムは遅れなく参加できている。
・辻浦　幸子様～私物を盗られたと訴えることがあり都度説明をしている。本日、洗濯洗剤が届いたため自己洗濯へ切り替えとなる。差し入れについての訴えが頻回に聞かれているが説明には了承されている。
・川井　尚子様～夜間は良眠、不調の訴えもなく経過している。プログラムは問題なく参加し余暇はホールに出てきている。
・長谷川　陽一様、
伊藤　雄一様～患者様ミーティング後口論となっている。距離を取るよう説明しその後
はトラブルに至っていないが、トラブルに注意し見守りを行っていく。
・吉島　知寿子様～躁状態が持続している。夜間不眠、プログラムは不参加しており明日の診察で情報提供をしていく。
・松谷　さと子様～他患者より嗜好品をもらうことあり注意している。担当スタッフから姉へ嗜好品や日用品の差し入れについて確認の連絡をしていく予定となっている。
・鳴瀬　裕之様～本日より服薬自己管理を開始しているが、やり方の理解ができておらず朝食後薬は薬包をゴミ箱へ捨てている。昼食後薬はスタッフのもとへ持ってくる前に服用し空の薬包を持参している。都度説明を行っているが、慣れるまでは食後すぐの声かけと服薬確認をしっかり行っていくこととする。

＜退院支援状況＞
・下川戸　長司様～2月下旬～3月上旬に退院予定となっている。退院日を検討し必要なサービスを調整していく。
＜入院患者様情報＞
氏　　名：豊川　登美枝（とよかわ　とみえ）様　65歳

　病　　名：躁鬱病
　病　　棟：西病棟Ａユニット41号室

　入院形態：任意入院

　主治医　：調整中
　　当院へは5回の入院歴がある。前回退院後(H29.3.26)は定期的な外来通院していた。
H30.2.24本人より外来受診日を同年2.26に変更希望あり。本日受診時、睡眠は服薬でとれて
いるも、食欲低下や倦怠感により家事が出来ないこと訴えている。環境調整、休養目的にて
11:10西病棟Aユニット41号室へ任意入院となる
・担当：兼平Ｎｓ・橘Ｎｓ
・入院予定期間：3か月

・プログラム、IFオーダー、GAF:主治医が確定し次第確認予定
・買い物：カードなし、私物発注で購入していく(金額は無制限)
・洗濯：自己洗濯
・はさみ、カミソリはスタッフ管理している。
・持参薬：3/5朝まであり
